
大伴旅人と梅花の歌

何 蔚　泓

一　序

　 『万葉 集』巻五 に載 っている大伴旅 人の作 だ と言 われた序 文お よび三十二首

の梅花 の歌 によると、天平2年(730)正 月 に、大宰府 にお いては正 月の饗宴 と

して梅花 の宴が開か れ てお り、旅人 をは じめ三十二 入が饗宴 に集 ま り、梅花 を

題材 に短歌 を詠んだのである。

　序文が漢文 によって書か れてい るこ とに加 えて、 『万葉集』 においては梅花が

歌 の題材 として舶来 の ものだ と考 え られ てい るゆえ に、従 来の研 究 はほぼ中国

文学か らの影響 にのみ注 目 して きた 】)。しか も、 そ う した影響研 究 が言語 レベ

ル の出典 に止 まってお り、 それ らに よっては三十二 首の梅花 の歌 を饗宴歌群 と

して適 当に と らえ る ことはむ ろん、そ の中の歌 を個 別 に正 し く理解 す るこ とも

困難で ある。 一方、 一部 の研 究で は確 かに 「三十二首の梅花 の歌 」の作 品 自体

に着眼 してい るが、 中国文学要素が文化 的環境 と して作 品の生成 に働 いていた

とい う万葉 史の事実 を無 視 しているので、歌 の本 義や歌群 と しての本質 の解 明

が徹底 的に なされてい ない と思われる2)。

　 拙論 で は万葉史 の事 実 に基づ き、梅花 の歌 の生成 に働 いた文化 的環境 の究 明

に向けて中国文学 におけ る関連詩文 を考察 しつつ、三十二首 の梅花 の歌 につ い

てそあ本義 を考 え、 さらに一連 なる歌群 を本質か らとらえようとしてみる。

二　　「落梅の篇」 と 「園梅の賦」

　 序文の最後 に 「若 非翰苑、何以 櫨情。詩紀 落梅之篇 。古今 夫何 異　 。宜賦 園

梅 聯成短詠。」 とあ る ように、大伴旅 人は詩 に 「落梅之篇」が ある と指摘 して い
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る一方、 「園梅」 を詠 もう(賦)と 呼 びかけている。 これ に対 して、辰 巳正 明氏
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な　　　　　　　　　　お　ほづ　　ぜ　　し　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 も

は三 十二首 の梅 花 の歌を 「落梅¢)篇」 と認 定 して淘 り艦 伊藤博氏 は同歌群 を

「園梅 の賦」 と考 えている ・)4'同じ序 文 に基 づいて研 究がな されてい るが、梅 花

の歌 の本 義 に対す る指摘 は この ように違 っているのであ る。三十二 首の梅花 の

歌 は いった い 「落梅 の篇 」 なのか 「園梅 の賦 」 なのか、 その解 明 に向け て ここ

で はまず 中国詩文 におけ る 「落梅 の篇」 と 「園梅 の賦」 を考察 してお く。

　 「落梅 の篇」 につ いては、契沖 の 『万葉代 匠記 』 によって 『詩経 』の 「標 有

梅」5)と 古 楽府 の 「梅花 落」6)が 指摘されて以来、関連研 究 において は 「落梅」

を詠 む詩篇 にす るか楽府詩 「梅花落」 に特定 す るか によって結論が違 っている。

前 者 として は例 えば武 田祐 吉氏 が 『玉台新 詠』 に載 ってい る梁 武 帝 の 「春歌 」

を指摘 してい るが7}、τ後者 と して は土屋 文明 氏が また古楽府 「梅花 落 」 と違 う

楽府 詩 「梅花 落」・を孟首指摘 レ}、tさ らに小 島憲之氏 が 「落梅 の篇 」 は六朝楽

府 一連 の 「梅花 落」 を指す とい う考 え を示 して9)、古沢 未知男氏 が大量 の詩例

を挙 げた上 でほぼ 同 じ結 論 を出 してい る10)。その後 の研究 では、辰 巳正 明氏が

序文 にお け る 「落梅 の篇」亀を 「梅花 落」'と認めて、 そ して三十二 首 の梅花 の歌

を辺境 の望 郷詩 とい う 「梅 花 落」 の性質 と照合 して、大宰府饗宴 の梅 花 の歌 を

「旅 人た ちが望京 の念 をこめ て歌 った」 もの と認定 している1.1)。

・この ように、「落梅 の　 」;につ いての理解 は大宰府饗宴で詠 まれた梅 花の歌の

本 質解 明 にかかわ っでい るの であ る。梅花 の歌 め本 義 を とらえるため に、旅人

が序文 に書 いた 「落梅 の篇」 と楽府 詩 の ・「梅花 落」乏 のかか わ りを究明 してお

か なけれ ばな らないげ こ こで はまず、 中国古典 におけ る梅 花 詩の考察 を通 して

「落梅 の篇」 と 「梅花落」 とのかかわ りを考 えて お く。'ただ、万葉文人 に読 まれ

てい るだ ろ ヴと思 われ お中国古典 は通常だ いたい初唐 あた りまでの もの と考 え

られ て小 る。 ゆえに、 以下 の考察 は初唐 以前 の中国詩文 にお け る梅花 詩 に限る

こ ととす る。　　　　　P.　 ・」　　　　　　　 '∫　　 `　　　　 ㌦

　万 葉時代 には既 に 日本 に1云卑 ρて さた,『楽.;,・詩集』や 『玉台新 詠』・ 『芸文類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ちち　ら　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

聚』、 『初学 記』な どの中国典籍 を調べ でみ ると、 「落梅 」 を詠む詩篇 で はあ るが

楽府詩 「梅花落」緬 ない もφが六朝詩 に数多 く存在 しそいる6例 えば、

　 (1°)'梅花落已尽 、柳花随風散。嘆我 当春年、J無人相要喚a(「 春歌 二十首」)
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　 (2)杜 宇竹里鳴、梅花 落満道。燕女遊春 鳳 羅裳曳芳草。(「春歌二十首」)

　 (3)適 聞梅作花 、花落巳成子。杜宇続林喘、思杁 心下起 。(「孟珠歌」)

　 (4)新 葉初 再再、新蕊初 罪罪。逢君後 園議、相 随巧 笑婦 。親労 君玉指、摘

　　　　以贈南威。用持播雲髪、蕩翠昆光輝。日暮長零落、君恩不可迫。(謝眺

　　　　 「雑味五首 ・落梅」)

　 (5)菟 園標物序 、驚時最 是梅 。街 霜 当路発 、映雪擬寒 開。枝 横却 月観、花

　　　　続凌風 台。 朝洒長門泣、夕駐臨耶杯 。応知早瓢落、故逐 上春来。(梁 ・

　　　　何遜 「啄早梅詩」)

　 (6)… …。春風 吹梅畏 落尽 、賎妾為 此 厳蛾眉 。花色持 相比 、恒 愁恐 失時 。

　　　　 (梁 ・簡文帝 「梅花賦」)

　 (7)可 怜 階下梅 、瓢蕩逐風 回。度簾 払羅 幌、焚窩落硫 台。乍 随繊手去 、還

　　　　 因播聲来。客心屡看此、愁眉敏証 開。(梁 ・飽泉 「詠梅花 詩」)

　 (8)光 景斜 漢 官 、横 梁 照采 虹 。 春情 寄 柳 色 、 鳥 語 出梅 中。 鼠 菰 閨里 思、

　　　　逡進水上風 。落花徒入戸、何解妾床空。(梁 ・薫子萢 「春 望古意詩」)

　 (9)春 近寒難転 、梅 箭雪 尚瓢 。従風 還共 落、照 日不倶錆。葉 開随足影 、花

　　　　多 助重条。今来漸異昨、向晩判勝 朝。(陳 ・陰鰹 「詠雪里梅 詩」)

　 (10)天 遊御鐸駐 城閨、上苑遅光晩更新 。瑠台半入黄山路、玉欄傍 臨玄濡津。

　　　　梅香欲待歌前落、 蘭気先 回酒上春 。幸預 玉台称献寿 、感陪千畝及農辰。

　　　　 (盧蔵用 「奉和 立春遊苑詩」)〉

　 (11)寛 日会春台 、芙蓉 承酒杯 。水流平 澗下、 山花満谷 開。行雲 数番過、 白

　　　　鶴 一双来。水影揺葵竹、林香動 落梅 。直上 山頭路、羊腸能幾 回。(庚 信

　　　　 「味画屏風詩二十五首」之二十五)

　 (12)香 清寒艶好、誰惜是天真。玉梅謝後 陽和至、散与群芳 自在 春。(階 ・侯

　　　　夫 人 「春 日看梅 詩二首」之二)

　 (13)春 庭柳 縦望、楼 台 自相 隠。 窓梅 落晩花、池竹 開初筆 。泉鳴知水急 、雲

　　　　来覚 山近。不愁 花不飛、到 畏花飛尽。(　 s　　 「春晩庭 望詩」)

な どが挙 げ られる12)。字数 の制限で以上 の詩 につ いて一 々詳 し く説明す る こ と

を省 かせ ていただ き、そ られ に表れ た 「落梅」す な わち梅 の花が散 りつつあ る

光景 に対 す る情感 を まとめてお く。おお ざっぱに分類 す ると、上記 の詩 にお け
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る 「落梅 」 は次の ように扱 われてい ると考 え られ る。 まず、梅 の花 が散 るこ と

は女性 の恋心 を起 こす機縁 とされてお り、例 えば(1)(3)(6)(8)は この

類 で、 『詩経 』 「標有梅」 以来 の伝統 を汲んで いる。次 に、梅 の花 が散 りつつ あ

る光景 は初春の風 景 として観賞 されてお り、例 えば(9)(10)(11)(12)(13)

はこの類 でt「 落梅」は賞美 の対象 とされている。 さらに、(2)(4)(5)(7)

で は散 っ た梅 の花 が 野遊 びの人 々 に飾 りと して髪 に播 され てお り(「 播 雲讐 」

「m.e来 」)、「落梅 」 は賞翫 の対象 とされてい る。 この ように、 中国詩 文の 「落

梅 の篇」 にお いては 「落梅」 に女性 の恋心や初 春の悦 び、野遊 びの愉 悦が込め

られてい るのである。

　 また、 『楽府詩集』 には南朝文人 の手に よった楽府詩 「梅 花落」が13首 収め ら

れ てい る。

　 (1)中 庭雑樹 多、偏為 梅杏嵯。 聞君何独然 、念其霜 中能作 花、露 中能作 実。

　　　　揺蕩春風媚春 日、念爾零落逐風劔、徒有霜華無霜質。(宋 ・飽照)

　 (2)隆 冬十二 月、 寒風西北 吹。独 有梅花 落、瓢蕩不依枝。流 連逐 霜彩 、散

　　　　漫 下fel。 何 当与春 日、共映芙蓉池。(梁 ・呉 笏)

　 (3)金 勘 落芳梅 、瓢零 上鳳台。携粧疑粉 散、逐 溜似,,開 。映 日花 光動、迎

　　　　風香気 来。佳 人早播書、試立且俳徊。(陳 ・後主)

　 (4)楊 柳 春楼 辺、車 馬飛風 煙。連娚烏孫伎 、属客単干琶。雁声 不見書 、蚕

　　　　糸欲 断弦 。欲持塞上蕊、試立将軍前。(前 と同 じ)

　 (5)対 戸一株梅、新 花 落故栽 。燕拾 還蓮井 、風 吹上鏡台。侶家 怨思妾、楼

　　　　上独俳徊 。暗看竹 葉錦、参署未成裁。(陳 ・徐陵)

　 (6)中 庭.__.樹梅 、寒多 葉未 開。只 言花是 雪、不悟有香 来。上郡春 恒晩、高

　　　 楼年易催 。織書偏有 意、教逐錦文 回。(陳 ・蘇 子卿)

　 (7)芳 樹 映紅 野、発 早 覚寒侵 。落遠香風急 、飛多花 蓬深 。周 人 嘆初標、魏

　　　　帝指前林 。辺城少灌木、折此 自悲吟。(張 正見)

　 (8)標 色 動風香 、羅 生枝 已長 。天 姫墜馬髪 、未播江南瑞。転袖花粉 落、春

　　　 衣共有芳。差作秋胡婦、独 采城南桑。(江 総)

　 (9)胡 地少春 来、三 年驚 落梅 。偏 疑粉蝶散 、乍似雪花 開。 可怜香 気敏 、可

　　　 惜風,相催。金鏡 且莫駒、玉笛幸俳徊 。(前 と同 じ)
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　 (10)A月 正月早驚春 、衆花未発梅 花新。可怜券芳 臨玉台、朝禁 晩折還復開。

　　　 　長安少年多軽薄 、両両 常唱梅花 落。満酌金后催玉柱 、落梅樹下 宜歌舞。

　　　 　金谷万株連綺菟 、梅花密処藏嬌鶯。桃 李佳人欲相照、摘 葉牽花 来併笑。

　　　 　楊柳条青楼上軽、梅花色 白雪 中明 。横 笛短簾凄復切 、誰 知柏梁声不絶。

　　　 　(前 と同 じ)

　 (11)梅 嶺花初発、 天 山雪 未開。雪処疑花 満、花 辺似雪回。 因風 入舞袖、雑

　　　 　粉 向粧台。旬 奴几万里 、春至不知来。(唐 ・盧 照隣)

　 (12)鉄 騎 幾時 回、金 閏怨早梅。 雪中花巳落、風 暖葉 応開。夕逐 新春 管、香

　　　 　迎小歳杯 。感 時何足貴 、書里報輪台。(唐 ・沈栓期)

　 (13)新 歳芳梅樹 、繁花 四面 同。春風吹 漸落、一夜幾枝空 。小 婦今如 此、長

　　　 　城恨不窮。莫将遼海雪、来比後庭 中。(唐 ・劉方平)

　 「楽府 詩集 』巻二十 四による と、 「梅花落」 は もともと笛 曲の曲名 だ と言 われ

てお り13}、また南朝 ・沈約 『宋 書 ・楽志 』で は笛 は北 方民族 の楽器 だ と記 して

い るfig}。そ して、『楽府 詩集 」で は 「梅花 落」 が北朝楽府 の 「漢 横吹曲」 とい う

部類 に収め られている。故 に、楽府 詩 「梅 花落」 は北方 の辺地 と由縁深 い もの

と考 えれ ばいいのであ る。一方、 上記の 「梅花落」詩篇 を実際 に考察 してみ る

と、次の よ うな主題 が読み取 れる ものは ほ とん どである。第一、梅 の花 に士 の

精神 が讐 え られ てい る もの。 「梅 花 落」 に 占め る量 は少 ないが、 例 えば(1)

「念 其霜中能作花、露 中能作 実」(2)「 独有梅花 落、瓢蕩不依枝」 は この類 であ

る。 第二、遠隔 の故郷 を懐 か しがる といった辺 境の兵士 の心が詠 まれ てい る も

の。上 記の 「梅 花落」 の半分 ぐらいを占めてお り、例 えば(4)「 連娚 烏孫伎 、

属客単干稿。雁声 不見書 、蚕糸欲断弦」(6)「 上郡春恒晩、高楼 年易催 。」(7)

「辺城少灌木、折此 自悲吟」(9)「 胡地少春 来、三年驚落梅 」(11)「 梅 嶺花初発、

天 山雪 未開」 はこの類 であ る。第三、辺境へ赴 いた ままの夫君 の帰 来 を待 ち遠

しが る といった 「思婦 」 の哀 れが詠 まれている もの。 内容 と して は前類 と対 照

となってお り、 量 も前類 とほぼ同 じで、(3)「 佳 人早播書、試立 且排 徊 」(5)

「侶家怨思妾、楼上独排 徊」(8)「 着作秋 胡婦、独采城南桑」(12)「 鉄騎幾 時回、

金閨怨早梅」(13)「 小婦 今 如此 、長城恨不窮。莫将遼海雪、来比 後庭 中」 など

が挙げ られる。 この よ うに、上記の(1)と(2)以 外 、『楽府 詩集 』 に収め ら
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れ た 「梅花 落」 には辺境 に身を置 いた兵士 の望郷の念や彼 らの帰来 を待 ち焦が

れ る 「思婦 」 の哀れが込め られているのであ る。

　 こ こまでは初唐 以前 の中 国詩文 にお ける 「落梅 の篇」 と楽府詩 「梅 花落」 を

考 察 して きた。前者 と後者 につい ての分析 を比べ てみた ら分か るよ うに、「落梅

の篇 」 と楽 府 詩 「梅 花 落」 は明 らか に同質 の もの で はない と言 え る。楽府 詩

「梅花 落」で は兵士 の望郷 の念や 「思婦」の哀 れを詠 んだ ものが ほ とん どであ り、

や や暗い哀 情 を基調 として いる。それに対 して、「落梅 の篇」 では女性の恋心 に

せ よ初春 の悦 びにせ よ野遊 びの愉悦 にせ よ、 その 「落梅 」 にはめで た くて喜 ば

しい新春 の情緒 があふ れて いる。 しか も、詩 の内容 か ら見 る と、 女性 の恋心 も

初春 の悦 び も共 に春季 の野遊 びか ら生 じたのだ と言 える。あ る意味で は・「落梅

の篇」 はすべて 「初春 の野遊 び」 を主題 としている と言って もいいの だろ う。

　 序 文の結 び として旅人 は まず 「若非翰苑、何以櫨情。詩紀 落梅 之篇 。古今 夫

何 異　」 と指摘 して、 さ らに饗宴 の出席者 に対 して 「宜賦 園梅 聯成短詠」 と唱

えて い る。 序文か ら見 る と、梅花 の歌宴 の主調 は 「園梅の賦」 に定め られてい

る よ うで あ る。故 に、梅花 の歌 三十二首 を読 み解 かす には、 また 「園梅 の賦 」

とい うもの の性 質、 さ らに前文 に考察 した 「落梅 の篇」 と楽府詩 「梅 花落」 と

の関係 を究 めておか なければ ならない。

初唐以前 の中国詩文 を調 べてみた らt「散 った梅」を詠んだ 「園梅 の賦」以外、

ほか に 「園梅」 を題材 とす る詩 も大 量 に散在 してお り、お お まか に次の ように

分類 す るこ とがで きる。

　第一、春 の到来 を詠 む もの。例 えば、

　 (1)菟 園標物序、驚時最是梅 。… …。(梁 ・何遜 「啄早梅 詩」)

　 (2)春 杁何処来、払水復 驚梅。… …。(梁 ・呉筍 「春詩」)

　 (3)迎 春故早発、独 自不疑寒。畏 落衆花後 、無 人別意看 。(陳 ・謝隻 「早梅

　　　　詩」)

　 (4)梅 花特早 、偏 能識・春。 ……。(梁 ・簡 文帝 「梅花賦」)

　 (5)春 色暎空 来、先発 院辺梅 。……。(梁 ・簡文帝 「采桑詩」)

　 (6)昨 瞑春風起 、今朝春 気来。鶯鳴一両聴、花樹 数重 開。散粉 成初蝶、 勢

　　　　彩作新梅。游客傷千里、無 暇上高台。(周 ・宗慷 「早春詩」)
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　 (7)醐 雪無消 日、巻簾 時 自塑。庭梅対 我有怜意、先露枝頭一点春 。(侯 夫人

　 　　　 「春 日看梅 詩二首」 之一)

　 (8)四 時運灰珀、.__.夕変冬春。送寒余 雪尽 、迎歳早梅新。(唐 太宗 「於太原

　 　　　召侍 臣賜 宴守歳詩」)

　 (9)寒 随窮律変 、春逐 鳥声 開。初風瓢 帯柳 、曉雪 間花梅。碧林 青 旧竹、 緑

　 　　　沼翠新苔。芝 田初 雁去、綺樹未鶯来。(唐 太宗 「首春詩」)15)

な どが挙 げ られる。 『初学記』巻三 の 「歳 時部」 に よると、 「『夏小 正』 日、正月

啓蛮。 ……農及雪、澤采芸。柳梯。梅、杏 、施桃則 華。」 とあ る。 す なわち、梅

は最 も早 く春 の到来 を告げ る花 だ と言 われて いる。故 に、 「園梅 の賦」 にお いて

は梅 の花が春 の到来 を告 げる もの と して詠 まれてい るわけで る。 また、鶯 が春

の到 来 を告 げ る鳥 とされ ているので、梅 と鶯 との組合せ も春 の到 来 を詠 む 「園

梅 の賦 」 の特徴 の一つ と考 え られ る。上記 の詩 を見 て も、例 えば(6)の 「鶯

鳴 一両嘩、花樹 数重 開」お よび(9)の 「芝 田初雁去 、綺樹 未鶯 来」 はその例

にあた る。梅 と鶯 との組合せ は万葉文 人に も好 まれていた ようで、梅花 の歌 三

十二首 には何首か見 られるが、次の節 で詳 しく説 明す る。

　 第二、新春の遊 び として 「梅 の花見」 を詠 む もの。例 えば、

　 (1)遊 閨玉犀上椒 閣、文窟誘戸 垂綺幕 。 中有 一人字金蘭、被服繊 羅蓋芳 蓄。

　 　　　春燕差池風散梅、 開帷対影弄禽雀 。 ……。(宋 ・鉋照 「行路 難四首」 の

　 　　　 四)

　 (2)献 歳発、吾将行。春 山茂、春 日明。 園中鳥、多嘉声。梅始発、柳 始青。

　 　　　迂舟艦 、斉樟驚。奏采菱、歌鹿鳴。風微起 、波微生。弦亦発、酒亦傾。

　 　　　入蓮池、 折桂枝 。芳袖動、券葉披 。両相 思、両不知。(宋 ・飽 照 「春 日

　 　　　行 」)

　 (3)… …想緑薄夢既 冒沼、念 幽蘭号 巳盈 園。天梅 農暮 発、春鶯 旦夕喧。 青

　 　　　苔蕪石路、宿 草塵蓬 門。 ……(宋 ・謝庄 「懐 園引」)

　 (4)朱 日光寒氷、黄花 映 白雪。折梅待 佳人、共迎陽春 月。(梁 武 帝 「子夜 四

　 　　　時歌 ・春歌」)

　 (5)扶 道覚陽春 、相 将共携手。 草色猶 自腓、林 中都 未有。無事 逐梅花、 空

　 　　　交信楊柳 。且復帰去 来、含情寄杯酒。(梁 ・沈約 「詠春初詩」)
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(6)昨 日看梅樹 、新花 已 自生。今旦 聞春鳥、何膏 両三声 。凍解池 開緑、 雲

　　 穿天 半晴。遊 心不応動、為此欲逢 迎。(梁 ・簡文帝 「春 日看梅詩」)

(7)土 膏 春気生 、侶女協春 情。魚遊連 北水 、鵠作 遼東 鳴。折梅 還 ・t、 蕩

　　 柱更移声 。銀燭含 朱火、金炉対宝笙。 百枝凝 夕焔 、却 月隠高城。(梁 元

　　 帝 「亀兆名詩」Σ

(8)新 鶯 隠葉嘲、新燕 向窩飛。柳 紫 時依洒、梅花乍入 衣。玉珂 逐風 度、金

　　 鞍 照 日暉。無令春色 晩、独 望行 人帰。(梁 ・孝元帝 「春 日詩」)

(9)風 光今旦動 、雪色 故年残 。薄衣迎新 節、 当炉却晩寒 。故香 分細煙、 石

　　 炭揚軽紬。竹葉裁衣帯、梅花彙 酒盤。年芳袖里 出、春色黛 中安。 ……。

　　 (陳 ・徐 陵 「春情 詩」)

(10)昨 夜 鳥声春、驚 鳴動 四隣。今朝梅樹 下、定有折花 人。(周 ・庚信 「詠春

　　 詩」)

(11)城 傍 金谷苑 、 園里鳳鳳 池。細管調 歌 曲、長杉 教舞児 。向入長 曼瞼、 由

　　 来薄面皮。梅 花絶解作 、樹 葉本能吹。香煙 龍 口出、蓮子 帳心垂。莫 畏

　　 無春酒 、須花但見随。(庚 信 「奉和趙王春 日詩」)

(12)容 賞 葉 春 芳、 開錘 臨画 堂 。庭 梅 瓢 早 素 、憺柳 変 初 黄 。八 珍 羅玉狙 、

　　 九醗 湛 金膓 。 箏 響 流 飛 閣、 歌 塵 落 妓行 。何 必 西 園夜 、 空 承 明月 光。

　　 (階 ・劉端和 「初春宴東 堂応令詩」)

(13)侶 然想泉石 、駈駕 出楼 台。玩竹春前 箏、驚花 雪後梅。青 山殊 可対、 黄

　　 巻復 時開。長縄量系 日、濁酒傾一杯 。(陪 ・江 総 「歳暮 還宅詩」)

(14)絶 認梅 花晩、 争来雪里窺。下枝 低可見 、高処遠 難知。定須還 薯采、学

　　 作両三枝。(梁 ・簡文帝 「雪里覚 梅花詩」〉

(15)春 近寒 錐転、梅箭 雪 尚瓢 。従風還 共落、照 日不倶 錆。葉 開随足 影、花

　　 多助重条。今 来漸異 昨、向晩判勝朝。(陳 ・陰鰹 「味雪里梅詩」)

(16)水 泉猶未動、庭樹 巳先知。翻光同雪 舞、落素混氷池 。……。(梁 ・王笥

　　 「和孔 中丞雪里梅花 詩」)　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 ・

(17)窟 梅 朝始発、庭雪晩初消。折花牽短樹、幽叢入細 条。垂氷溜玉 手、含刺

　　 冒春腰。遠道終難寄、馨香徒 自饒。(梁 ・庚信 「同蒲左丞詠摘梅花詩」)

(18)常 年膳 月半、已覚梅花 蘭。不信 今春 晩、倶来雪里看 。樹 動懸 氷落、枝



　　　　 高出手寒。早知覚 不見、真悔着衣単。(周 ・庚信 「詠梅花 詩」)

　 (19)年 柳変池 台、随堤 曲直 廻。逐 浪聯 陰去s迎 風帯影 来。疏黄 一鳥檜 、半

　　　　 翠几眉 開。焚雪臨春 岸t参 差 間早梅 。(唐 太宗 「詠春池柳詩」)

　 (20)歳 陰窮暮紀 、献節 啓新芳 。冬尽今宵促、 年 開明 日長。氷消 出鏡水 、梅

　　　　 散入風香。対此歓終 宴r傾 壺待曙光 。(唐 太宗 「守歳詩」)

などが挙 げ られ る1fi)。梅 を題材 とす る詩文 において は 「梅 の花見 」 を詠 む もの

が最 も多 く、 しか も内容 も豊か である。 最 もよ く見 られ るのは 「落梅 」 を詠む

もので、前文に既 に数多 く挙 げ られてい るが、他 に(1)の 「春燕 差池風 散梅、

開帷対影弄禽雀」 と(20)の 「氷消 出鏡水、梅散 入風香 」 もその類 であ る。次

には梅 を他 の風物 と組 合せ て詠 む もの も少 な くない。 中で も最 も多 いの は 「梅

と雪」 の組合せ で、(13)「 玩竹 春前箏 、驚花雪後梅」(14)「 絶認:梅花 晩、争来

雪里窺」(15)「 春近寒錐転 、梅釘雪尚瓢」(16)「 翻光 同雪舞、落素混氷 池」(17)

「窟梅朝始発、庭 雪晩初 消」(18>「 常年膳月半、已覚梅花 蘭。不信 今春 晩、倶来

雪里看。」 な どが挙 げ られる。次 に多 いのは 「梅 と柳」 の組合せで、(2)「 梅始

発 、柳始青」(5)「 無事逐梅 花、空交信楊柳」(8)「 柳 紫時依洒、梅花乍入 衣」

(12)「 庭梅瓢早素 、憺柳 変初 黄」 な どが ある。 さ らに 「梅 と鶯」 の組合せ も2

例見 られ、(3)「 天梅長暮発 、春鶯旦夕 喧」 と(6)「 昨 日看梅 樹、新花 已 自生 。

今旦 聞春鳥、何 蕾両三声 。」 であ る。 また、 「梅 の花見」 として 「花 を折 って賞

翫 す るこ と」 を内容 とす る詩 も見 られ る。例 えば、(4)「 折梅待佳 人、共 迎陽

春 月」(7)「 折梅 還播聲、.蕩柱 更移声 」(10)「 今 朝梅樹 下、定有折花 人」(17)

「折花牽短樹、幽叢入細 条」 な どが挙 げ られ る。 さ らに、花見 に欠 かせ ぬ もの と

して 「・春酒」 を詠 む もの も数多 く存在 す る。(2)「 弦亦発 、酒亦傾 」(5)「 且

復帰去 来、含情 寄杯 酒」(9)「 竹葉裁 衣帯、梅 花葵 酒盤」(11)「 莫 畏無 春酒 、

須花但 見随」(12)「 八珍羅玉狙 、九iRq　III'金筋」(13)「 長縄 堂系 日、濁酒傾 一杯」

(20)「 対此歓 終宴、傾 壺待 曙光 」 な どが挙 げ られ る。以上の とお り説 明 して き

た 「落梅」、 「梅 と雪」 「梅 と柳」 「梅 と鶯」 といった組合せ 、「花 を折 って賞翫す

るこ と」お よび 「お 酒」 はすべ て太 宰府 の梅 花 の歌群 に も見 られ るが、 両者 の

異同 は次 の節で詳 し く論述す る。

　第三、 「恋 しい心持 ち」 を詠 む もの。例 えば、
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　　(1)気 喧動 思心 、柳 青起春懐 。時艶 怜花薬、服 浄悦 登台。提膓 野中飲、愛

　　　 　 心煙未 開。露色 染春草 、泉源潔氷苔。泥 泥濡 露条、尿尿承風栽 。見雅

　　　 　 擬苦蕎 、黄 鳥街桜梅 。解 衿欣景預 、臨流 競覆杯 。美人寛何在、 浮民空

　　　 　 自擢。(宋 ・鞄照 「三 日詩」)

　　(G)春 杁何 処 来、払水復驚梅 。雲彰青鎖 閾、風 吹承露 台。 美人 隔千里 、羅

　　　 　 帷閉不 開。無 由得共語、空対相思杯 。(梁 ・呉笏 「春 詩」)

　　(3)楊 柳葉繊 繊 、佳 人獺織練。正衣還 向鏡、迎・春試挙簾 。摘梅 多饒樹 、覚

　　　 　 燕好窺憺 。只言逐花草、計校応 非嫌。(梁 ・簡文帝 「・春閨情 詩」)

　　(4)梅 含今 春樹 、還 臨光 日池。 人懐 前歳憶、 花発故 年枝 。(梁 元帝 「啄梅

　　　 　 詩」)

　 (5)粧 鉛点黛払 軽紅s'鳴 環動侃 出房構。看梅復看柳 、 泪満春杉 中。(王 淑英

　　　 　婦 「贈答詩」)

　 (6)山 中多 早梅 、荊 扉達曙 開。竹 巾君 自折、荷衣誰為 裁。行雲 無処 所、 人

　　　 　住在陽台。(陳 ・李爽 「山家 閨怨詩」)

などが挙 げ られ る17)。詩例(1)の 冒頭 が示 した とお り春 は 「動思心」「起春懐」

(恋 しい心持 ち を起 こす)と い う季節 で、梅 は春 の到来 を告 げる花 として、 「恋

しい気持 ち」が込 め られ るの も当た り前 で あろ う。本節 の前半 に挙 げ斥 「落梅

の篇」 に も同 じよ うな主題の ものが含 まれてお り、「落梅 の篇」 を含 む 「園梅 の

賦」 においては 「恋 しい心持 ち」 が通常の主題の一つ と考 えて よい ようで ある。

　 ここ までは初唐 以前 の 中国詩文 にお ける 「梅」 を題材 と した作 品 につ いて考

察 して きた。 まとめてみ る とまず、 「落梅 の篇」 は楽府 詩 「梅花 落」 と全 く異質

の ものだ と言 える。 それか ら、落梅 を詠 む 「落梅 の篇」 は 「園梅 の賦」 の一種

だ と分 かる。 さ らに言 うと、 「梅花落」 に溢 れてい る哀傷 と違 って、 「落梅 の篇」

を含 む 「園梅 の賦」 はほぼ 「春 の到 来」 や 「梅 の花見」、 「恋 しい心持 ち」 を主

題 としてお り、新春 の喜 ば しい雰囲気 を基調 としているのであ る。

三　　「梅花の歌三十二首」考

　 「梅 花 の歌三 十二首」 について調べ る時、少 な くとも次 の ような要素 は考 え

なけれ ばな らない と思 われ る。一 つ は歌 群が詠 まれた場 を記 しておいた序 文の
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内容 で、 もう一つ は梅花 の歌 の生 成 に働 い た文化 的 環境 と しての 中国関連 詩文

であ る。 ここでは序 文の内容 と第二節で考察 した結果 に基 づ き、「梅花 の歌 三十

二首」 の性質 を考 えてみ る。

　序文 の冒頭 に 「天平二年正 月十三 日、葦干帥老之 宅、 申宴會也」 とあ る よう

に、三十二 首の梅 花 の歌 が詠 まれ た場 はお正 月に太 宰府 の官邸 で行 われた宴会

においてで ある。序 文だけか ら考 えると、正 月の饗宴 におい て詠 まれ る歌 な ら、

喜 ば しい雰 囲気 の ものが合理 的で あろう。 まさに前 文 に挙 げた 「園梅 の賦 」 の

ようなものである。

　実際 に作 品 を考察 してみた ら、三十二首 の梅花 の歌は ほぼすべ て前述 した よ

うな 「園梅 の賦」 の主題 にはめるこ とがで きる。

　第一、春 の到来 を詠 む もの。例 えば、

　　 正月立 ち春 の来 らばか くしこそ梅 を招 きつつ楽 しきを経 め(5・ 入 一五)

　　梅 の花今盛 りな り百鳥の声 の恋 しき春来 たる らし(5・ 八三四)

巻5の 八一 五番 は歌群 の冒頭の作 で、澤潟久孝氏 の 『万 葉集注釈 』 では 「梅 を

招 く」作 と言 われてい るが、「迎春 の作」 といって もよかろ う。新春 を迎 えた作

を詠 んだ後 、新春 の遊 びが饗宴の主題 となったであ ろうか、歌群 の半分 ぐらい

は 「梅 の花見」 を詠 む ものである。

　第二、新春 の遊 び として 「梅 の花見」 を詠 む もの。例 えば、

　　梅 の花咲 きた る園の青柳 は覆 にすべ く成 りにけ らずや(5・ 八一七)

　　梅 の花今盛 りな り思ふ どち播頭 に して な今盛 りな り(5・ 八二 〇)

　　 青柳梅 との花 を折 り播頭 し飲 みての後 は散 りぬ ともよし(5・ 八ニー)。

　　 梅の花咲 きた る園の青柳 を覆 に しつつ遊 び暮 さな(5・ 八二五)

　　 うち靡 く春 の柳 とわが宿 の梅 の花 とを如何 にか分かむ(5・ 入 二六)

　　 春 され ば木末 隠れて鴬ぞ鳴 きて去ぬ なる梅が下枝 に(5・ 八二七)

　　 人毎 に折 り播頭 しつつ遊べ ど もいや愛づ らしき梅 の花 か も(5・ 八二 八)

　　 梅の花折 りて播頭せ る諸人は今 日の間は楽 し くあるべ し(5・ 八三二)

　　 年のは に春 の来 らばか くしこそ梅 を播頭 して楽 し く飲 まめ(5・ 八三三)

　　 梅の花 手折 り括頭 して遊べ ども飽 き足 らぬ 日は今 日に しあ りけ り(5・ 八

　　 三六)
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　 　春 の野 に鳴 くや鴬懐 けむ とわが家 の園に梅が花咲 く(5・ 入三七)

　 　春柳 覆 に折 りし梅 の花誰か浮べ し酒圷 の上 に(5・ 八四 〇)

　 　梅 の花折 り播頭 しつつ諸人の遊ぶ を見 れば都 しそ思ふ(5・ 八四三)

　 　霞 立つ長 き春 日を播頭 せ れどいや懐 しき梅 の花か も(5・ 八四六)

上 に挙 げた歌 の内容 で は 「梅 の花見」 として最 も頻繁 に詠 まれたのは 「梅 を折

って播頭 にす るこ と」 や、 「青柳 を護 にす るこ と」、「酒 を飲 む こと」 で、それぞ

れ8例 、3例 、3例 とある。 「梅 を折 る」 とか 「梅 の花 を折 って播頭 にする」 と

いった風雅 は前 文 に挙 げた 「園梅の賦」 に もよく見 られ、例 えば 「折梅 還播髪 、

蕩柱 更移声"(梁 元 帝 「亀 兆名詩」)や 、「乍 随繊手去、還 因播髪 来」(梁 ・飽泉

「味梅花 詩」)、「折梅待佳 人、共迎陽春 月」(梁 武帝 「子夜 四時歌 ・春 歌」)、「今

朝梅 樹 下、 定 有折 花 人」(周 ・庚 信 「詠春 詩」)、「折花 牽 短樹 、 幽叢 入細 条 」

(梁 ・庚信 「同薫左丞 詠摘梅花 詩」)な どが挙 げ られる。それか ら、 「お酒 を飲 み

なが ら梅 の花見 をす る こと」 を内容 とす る2首 では、八 四 〇番 は前 文 に挙 げ た

「竹葉 裁衣帯 、梅 花彙 酒盤」(陳 ・徐 陵 「春情詩」)と 同 じ趣 旨の もので あ り、八

三三番 は唐 太宗 の 「守歳詩」(「氷 消 出鏡水、梅散入風香 。対此歓終 宴、傾壺 待

曙光 。」)と 同 じ く宴会 の同座 に歳 末 に楽 し く飲酒 しよう と呼 びか けた もので あ

る。 ところが、調 べ た限 りで は 「青柳 を纏 にす る こと」 を詠 む詩 は梅 花 の詩文

に全然見 られず、柳 を詠 む詩文 に も全 く見 当た らなか った。一方、 「万葉集』で

は 「護」 の用 例が わ りと普通 で、約30例 あ り、太宰府 の梅花 歌宴以前 の用例 は

少 な くとも1例 あ る'8)。しか し、「青柳 を覆 にする」 のは太宰府 の梅 花 の歌宴 が

最 も古 くて、 「梅 を折 って揺頭 にす る こと」 を詠む歌 も梅花 の歌三十 二首が最 も

古いのである。

　 第二節 で は 「園梅 の賦」 における 「梅 の花見」 に関 して 「梅 の花 が散 る」 や

「梅 の花 を折 る」、 「お酒 を飲 み なが ら花見 をす る」、お よび 「梅 と柳 」 「梅 と鶯」

「梅 と雪」 といった組合せ な どを指摘 してみた。上 の部分で は梅花 の歌群 につい

て 「梅 の花 を折 る」 や 「お酒 を飲 み なが ら花見 をす る」、「梅 と柳」 とい う組合

せ な どの内容 を考 察 してみた。両者 を比べ てみ た ら、「梅 と柳 」 とい う組合せ に

おいて は詩 と歌 がだいぶ違 っている。 「梅 と柳」 を詠 んだ4首 の歌 では、詩文 に

見 られない 「青柳 を護 にす る」 こ とを詠んだ ものが3首 もあ る。 ここか らす る
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と、梅 花 の歌の世界 はただ漢詩文 に基づ いた虚構 の ものにす ぎない と考 えが た

く、梅 や柳 は太宰府 の庭 園 に実在 す る もの と考 えて よか ろ う。上述 した よ うな

内容 も示 した とお りt梅 や柳 が植 え られている 「園」 で は、 お正 月の饗宴 と し

て旅人 を含む官僚 たちが梅の花や柳 を折 って遊 んだ りお酒 を飲 んだ りしていた。

梅花 の歌群 は まさにそ の ような迎春の悦 びを歌 に表現 した ものに違 い ない。 こ

こか ら考 えると、梅花歌 群 の中の 「落梅 」 を詠 む歌 は楽 府詩 「梅 花 落」 の世界

か ら遠 く、 「園梅の賦」の世界 に近 い と言 えよう。

　 梅 花 の歌群 には 「落梅」 を詠 む歌 が12首 あ り、 中で も 「梅 と鶯」 を詠む もの

は5首(八 二 四 ・八三八 ・八 四一 ・八 四二 ・八 四五)、 「梅 と雪 」 を詠 む もの は

4首(八 二二 ・八二三 ・八 三九 ・八 四四)あ る。八一六番 「梅 の花今咲 け る如

散 り過 ぎず わが家 の園 にあ りこせぬ か も」 に も 「散 る」 とい う語が見 られるが、

歌 は梅の花が散 らない ように願 っている もので、 「落梅」 を観賞の対象 として詠

む もので はない。 それか ら、既 に挙 げた八二 　 J1「青柳梅 との花 を折 り括頭 し

飲 みての後 は散 りぬ ともよ し」 は柳 や梅 の花 を播頭 に してお酒 を飲 む楽 しさを

詠 んで い るが、梅 が散 る ことに対 しての 態度 は もう落梅 観 賞 に近 い。 従 って、

主人であ る旅人 はそれ を引 き受け て歌宴 で初 めて落梅 を詠んだのであ る。 「散 り

落 ちた花」 とい う鑑 賞対象 の新鮮 さに刺 激 された のか、旅 人の後 には10人 も落

梅 を詠んでいた。た だ、旅人 と同 じく 「落梅」 を愛 でた人 もいれば、 「散 り落 ち

た花 」 を惜 しんだ人 もい る。 一・方、 詩文 の 「落梅 の篇」では、「散 り落 ちた梅 の

花」 を惜 しむ ものや 「梅 の花 が散 らない こと」 を願 うものが ほぼ見 当 た らない

どころか、「不愁花不飛 、到畏花飛尽」(階 ・薫悪 「春晩庭望詩」)の ように花が

散 り尽 きる ことを心 配す る詩作 さえあった。 しか し、 「落梅」 を観賞 の対象 とす

るにおいて は、梅花 の歌群 の歌 はや は り 「園梅 の賦 」の詩作 に似 てお り、楽府

詩 「梅花落」 に込め られた望郷 の念 か ら遠い ようであ る。

　第三、「恋 しい心持 ち」 を詠 む もの。例 えば、

　　春 さればまつ咲 く宿 の梅 の花独 り見 つつや春 日暮 らさむ(5・ 八一八)

　　世の 中は恋繁 しゑやか くしあ らば梅 の花 にも成 らましもの を(5・ 八一 九)

　　春 なれば宜 も咲 きたる梅 の花君 を思ふ と夜眠 も寝 な くに(5・ 八 三一)

　　春 さ らば逢はむ と思 ひ し梅 の花今 日の遊 びにあ ひ見つ るか も(5・ 八三五)
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これ らの歌 に関 しては、 中国詩文 にお け る 「思春 」 を主題 とす る作 品の影響が

強 い と言 われてい るが、合理 的 に考 えれば太 宰圏の文人達 は梅 の 「迎春花 」 と

い う性 質 に対 してか な りの認 知があ るはず で、梅 か ら 「思春」 とい う情 感が喚

起 され たの も当た り前 であろ う。故 に、新春 を祝 う為 の梅花 の歌宴 とい う場で

は恋歌 も当然 に登場 したのであ る。

四　結 論

　 以上 の とお り、 まず梅花 の歌 の生成 に働 いた文化的環境 の究 明 に向 けて初唐

以前 の梅詩文 を考察 して、今 までの研 究 において混乱 した 「梅花 落」 ・ 「落梅

の篇」 ・ 「園梅 の賦」 の関係 を明 らか に した。 まず、楽府詩 「梅花 落」 は梅詩

文 の中で も特殊 の ジ ャンルで、梅 の花 そ の もの を詠むので はな くて、梅 の花 に

「望郷 の念」 とい った 決 まった情 感が 込 め られ るのが普 通 で あ る。 それ か ら、

「梅花落」 以外 の梅 詩文はすべ て梅 の花 その もの または関連 した人 間活動 を表現

したもので、総 じて 「園梅 の賦 」 と称 していいであろ う。 また、「園梅 の賦」の

主題 はおお よそ 「迎春 」や 「梅 の花見」、「恋 しい心持 ち」 とい う三類 に ま とめ

ることがで き、 「落梅」 を詠 む 「落梅 の篇 」 は 「散 り落 ちた梅 の花 見」 を詠む も

の で、す なわち 「園梅 の賦」の一種 とい って よか ろ う。以上 をさ らにま とめて

い うと、つ ま り 「梅 花 落」 と 「落梅 の篇 」 は全 く違 うもの で、 「落梅 の篇」 は

「園梅 の賦」 に属 すのであ る。

　 それか ら、旅 人 の作 といわれ た漢文序 に基づ き、 さ らに初唐 以前 の梅 詩文 に

関 した考察 を参考 に して梅花 の歌群 の性格 を巡 って三 十二首の歌 を整 理 してみ

た。具体 的な歌作 の性格 を分析 してさ らに序文 の叙述 と合 わせて考 えてみる と、

梅 花 の歌 群 は楽府 詩 「梅花 落」 の性格 と異 なって、和歌 世界 の 「園梅 の賦」 と

言 っていい ような もの である。確 かに梅 花 の歌群 には 「落梅」 を詠 む歌 がかな

りの量あ るが、 なお三分 の二 ぐらいは 「落梅」 と無関係 である。 しか も、 「落梅」

を詠む歌 もすべ て 「落梅 」その ものを表現 の対象 として、 「梅花 落」 に込め られ

た望郷 の念か ら遠 い ようであ る。

　 最後 に一言 を付 け加 えてお くが、序文 お よび旅 人の歌 が示 した ように旅人 は

特 に 「落梅 の花見 」 に興 味津 々の ようであ る。序 文で は 「園梅」 に関 して特 に
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「落梅 の篇」 を指摘 してお り、歌宴 では率先 して 「落梅 」 を対象 と して歌 を詠 ん

だので あ る。 『万葉集』 に載せ た和歌 に限っては、梅 の花見 を詠 んだ歌 は太宰府

の梅花 の歌群 が最 も早 いのであ り、梅 の花見 を和歌 の世界 に取 り入 れ るにおい

て は旅 人 の貢献 が大 きか ったに違い ない。 しか し、万 葉文化 に とって は旅人 の

貢献 は きっ とそれ以上 だったであ ろう。梅花 の歌宴 にのみ限 っていって も、少

な くと も次 の二点 にお いて万 葉 文化 に斬新 な 自然 観照 を取 り入 れた の であ る。

一つ は 「園」 の植物 の観 賞、 もう一つ は 「散 り落 ちた花」 の観賞。

　　 　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　(本学専任講師)

注

1　 契 沖 『万葉代 匠記』、土屋 文 明 『万葉集私記 」、倉 野憲司 「万葉集 五梅花 の

　歌序 の 『詩紀 落梅 之篇 』 につ いて」(国 語 と国文学 三 六巻二 号)、 小 島憲之

　 「万葉 集 と中 国文学　 との交 流」 『上代 日本 文学 と中 国文 学　 中』(塙 書房 、

　1964年)、 古沢 未知男 「〈梅花 の歌序 〉とく蘭亭集序 〉」 『漢詩文引 用 よ り見

　 た万葉集 の研 究』(桜 楓社、1964年)、 中西進 「大伴旅人」『万葉歌人論』(『万

　葉論集 ・第三巻J講 談社、1995年)、 中西進 「六朝詩 と万葉集一 梅花 の歌 を

　 め ぐって一 」 『万 葉 と海彼』(『万葉論集 ・第 三巻』講談社、1995年)、 中西

　進 「六朝風一 旅人 と憶良」 『万葉集 の比較文 学的研 究(上)』(『 中西進万葉

　論集 ・第¶巻』講談社 、1995年)、 辰 巳正明 「落梅 の篇」 『万 葉集 と中 国文学」

　 (笠問書院、1987年 〉、井村哲 夫 「蘭亭叙 と梅花 の歌序」 『憶 良 ・虫麻 呂 と天平

　歌壇』(株 式会社翰林 書房、1997年)な ど。

2　 澤 潟 久孝 『万葉 集 注釈 』、伊 藤博 「園梅 の賦 上 『万葉 集 の歌 人 と作 品』下

　 (塙書房、ユ975年)、 大久保広行 「梅 花の宴歌群考」(r都 留分 科大 学研 究紀要』

　九号)、 後藤 和彦 「梅花 の歌三十二首 の構:成」.(伊藤 博 ・稲 岡耕二編 『万葉集

　 を学 ぶ』有斐 閣選書、1978年)、 植垣節也 「梅花 の歌 三十二首考」(『古典解釈

　論考』1984年 、和泉書 院)な ど。

3　 「落梅 の篇　　 楽府 『梅花 落』 と大宰府梅 花 の宴一 」(『万葉集 と中国文

　学 』笠 間書院、1987年)

4　 「園梅 の賦」(『万葉集 の歌人 と作 品』下、塙 書房 、1975年)
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5　 「今按 、詩指標有梅篇邪」。

6　 李商隠 「莫向樽 前奏花 落」天隠註 「念爾 零落逐即 毯　徒有霜華無霜質」。

7　 「蘭葉始満地　梅花 已落枝　持 此可憐 意　摘 以寄心知」(武 田祐 吉 『万葉集

　全 註釈 』巻五)

8　 「対戸 一株梅 　 新花落故 栽(徐 陵 「梅 花 落」)」、「金劒 落 芳梅　 瓢翻上鳳 台

　 (陳後主、 同)」、 「満酌金盾催玉柱　 落梅 樹 下宜歌舞(江 総、 同)」(土 屋 文 明

　 『万葉集私記』巻 五)

9　 「「落梅 之篇』私見」 『国語 と国文学』36巻6号 。 「天平期 に於 ける万葉集 の

　詩 文」 『上代 日本 文学 と中国文学　 中』

10　 「〈梅花 の歌序 〉と〈蘭亭集序 〉」(『漢詩文引用 よ り見 た万葉集 の研究』)

11注3と 同 じ。

12　 (1)(2)(3)は 『楽府詩集』巻 四十 四 ・四十四 ・四十九、(4)は 『玉

　台新 詠 』巻 四、(5)(10)(13)は 『初 学 記』巻二十八 ・二十 四 ・三、(6)

　～(9)は 『芸文 類聚 』巻入十六 ・巻三 、(11)(12)は 『先秦 漢魏晋南北朝

　詩』北斉詩巻二 ・階詩巻一 にある。

13　 『楽府詩集』巻二十四 には 「梅 花落、本笛中曲也」 とあ る。

14　 『宋書 ・楽志』一には 「笛 、、案馬融 『長笛賦』、此器起近世 、出子 莞中」 とあ

　 る。

15　 (1)(6)(8)(9)は 『初 学 記 』 巻 二 十 入 ・三 ・四 ・四 に 、(2)～

　 (5)は 『芸 文類 聚 』 巻 三 ・八 十 六 ・八 十 六 ・八 十 八 に、(7)は 『先 秦 漢 魏

　 晋 南 北 朝 詩 』 晴 詩 巻 一 を参 照 。

16　 (1)(4)は 『玉 台 新 詠 』 巻 九 ・巻 十 、(2)は 「楽 府 詩 集 』 巻 六 十 五 、

　 (3)(5)(6)(7)(9)(14)(15)は 『芸 文 類 聚 』 巻 六 十 五 ・巻 三 ・巻

　 三 ・巻 五 十 六 ・巻 十 八 ・巻 八 十 六 ・巻 八 十 六 、(8)(10)(12)(13)(16)～

　 (19)は 『初 学 記 』 巻 三 ・巻 三 ・巻 十 四 ・巻 二 十 四 ・巻 二 十 八 、(11)は 『先

　 秦 漢魏 晋 南 北朝 詩 』北 斉 詩 巻 一、(20)は 『初 学 記 』 巻 囚 を参 照 。

17　 (1)は 『先秦 漢 魏晋 南 北 朝 詩 』宋 詩 巻 三、(2)(4)(6)は 「芸 文、類聚 』

　 巻 三 ・巻 八 十六 ・巻 三 十 二 、(3)(5)は 『玉 台新 詠 』 巻 七 ・巻 十 を参 照 。

18　 巻3の 四二 三 番 。
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